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＜患者様連絡事項＞

· 勝田　ヒモエ様～ノボリンＮ　フレックスペン2単位　継続処方となります。

· 島脇　てる様～ノボリンＮ　フレックスペン2単位　継続処方となります。

呂Drよりクラビット(500)1T　1×夕　本日から7日分継続処方頂いています。

· 織田　比佐子様～レスプレン(20)4T　4×ndE・vds　麦門冬湯3P　3×ndE　ツロブテロールテープ

(2ml)1×夕　アモキシシリン(250)6c　4×1が飲み切り止めとなり、ムキコール

(15)　3T　3×ndE　のみ継続処方となっています。定期薬を中止、本日昼より臨時薬処方となっています。手指の振線が強く見られている為、メネシット(100)4T→6Tに変更し3×ndE・vds処方となります。　

本日胸部レントゲン検査・採血の指示あり、施行しています。採血は至急FAXとしていますので、明日中野Drへ報告お願いします。

· 櫛桁　武男様～微熱あり、クラビット(500)1T　1×夕　処方されていましたが、飲み切り止めとな　　

り、エンシュアリキッド3本　3×ndE　3日分継続処方となっています。また、家族・主治医に情報提供し、今週中に日赤病院を受診をして頂くよう依頼・調整して行きましょう。また、状態の変化は、こまめに家族へ連絡して行きましょう。

· 山田　典子様～発熱時の予測指示は本日で終了となります。

· 馬場　正雄様～7/12(木)グループホーム三老へ退院となります。転倒・誤嚥・発熱のないよう注意　

　　してケアをしていきましょう。退院時処方28日分処方となっています。

· 谷地　サエ様～「ひまわりの家」を見学する目的で外出されていますが、ご家族様の方で「ほうづ

き」へ変更されたようで、外観のみ見学されています。帰院後は、易怒性等は見ら

れず、表情穏やかに過ごされており、ただ「疲れた」と話されています。精神状態

に注意して観察していきましょう。

· 佐々木　貞吉様～最近、体動活発で表情に活気みられて来ています。除々に、離床時間を作りプロ　　　

グラム参加等を促し、肺炎が再発しないように注意しながら嚥下訓練を行って行きましょう。

　

＜連絡事項＞

・接遇向上・苦情相談対応委員～Ｂユニットに身だしなみチェック表を置いてあるので各自自己チェックをお願いします。

・微熱等あり、１週間程度入浴・更衣を行っていない状態がありました。入浴を出来なかった場合は清拭・更衣を忘れずに行っていきましょう。

· CDユニットの環境整備をしっかりと行いましょう。特にCDユニットの廊下や詰所の床の汚れが目立ちます。その日に役割分担された環境整備の担当者だけではなく、スタッフ全員で清潔な環境を整えていきましょう。

· 7/10(火)マニュアルの見直し期限です。各自、遅延のないよう提出して下さい。

· 7/15(日)看護研究の抄録の提出期限です。各自、遅延のないよう提出して下さい。

· 佐々木Drの帰宅時間が変更になります。8/6（月）8：30に帰宅なので各病棟にて、日誌等の確認印について8：20までに佐々木Dｒよりもらうようにして下さい。サイン漏れは、医師に報告を行っていないと見なされ、顛末書となります。サインの貰い忘れがないよう気をつけましょう。

＜退院支援計画＞
· 病棟スタッフが期限前に介護保険証の更新手続きを家族に依頼していますが、家族が手続きを忘れていることがあります。担当スタッフは、更新の手続き・申請されているかを必ず確認を行っていましょう。介護保険証が切れてしまった場合、再度、申請をするのに1ヶ月程度の時間がかかります。必ず確認して行きましょう。
＜事故の振り返り＞

≪経過≫

・　上田　正男様～7/3（火）20時頃に睡眠導入剤を服薬。20時30分頃Bユニットのホールから、「ドン」という音がしたので見てみると、椅子から転倒している様子でした。腫脹・痛みがあり翌日レントゲン検査施行し、骨折の所見有り、室岡整形外科へ転院しています。診察の結果、大腿骨頚部骨折とのことです。

≪原因≫

・　睡眠導入剤を服薬後すぐに就寝誘導をしなかった為、転倒してしまった。

≪対策≫

· 睡眠導入剤を服薬後は就寝を促し、それでも起床しているようであれば注意して見守るようにする。転倒後は患部が炎症を起こし、内部で多量に出血することによりショック状態となることも考えられる為、安静保持が重要となる。また、高齢者に起こりうる危険を常に予測し、あらかじめ家族へ高齢者に起こりうる危険性の説明、誠意ある対応をとることも大切です。

≪経過≫

・　村井　八郎様～7/6　8:10南CDユニットの患者様への投薬開始。村井様への内服薬服用させている。当日は気温・湿度ともに高かった為、清拭をしようと思い、テープは午後に貼る予定としていた。日誌の打ち込みをし、カートに入っている村井様のテープを出し、日付を書き準備している。清拭終了。その後日誌の追記の打ち込みしている。準備したテープをカートの上にあげ、貼り忘れたまま帰宅。深夜勤務のSGMに村井様のテープ貼り忘れを指摘され気付いている。

≪原因≫

・　後でやろうという安易な考えの為事故に至ったと考えられる。

≪対策≫

· 　朝・昼・夕と貼る時間を守り、薬カートから取り出したらすぐに貼る。

＜事故の振り返り・1ヵ月後＞
≪経過≫

・　田中　正士様～6/6(水)排便３日間ない時は予測指示あり主治医より処方依頼することとなっていたが、排便３日間ないのに気付かずリーダーへの報告怠り、排便の確認不十分であった。

≪現在の状況≫

· 排泄チェック表の改善やカンファでの話し合い等で排便管理に対するスタッフの意識の向上を図り、

問題なく排便管理できている。

